
認定NPO法人エッジ 

藤堂栄子 

 

BEAM教材を日本の学校において学習に困難さを見せる外国につながる生徒に使用

した 

 

BEAMは教科書の物語の部分や一塊の内容を音声化したもので、様々な機器で聴取

することが可能である。AI[声の職人]を使用して、日本語の正しい読み、イントネーショ

ンを NPO法人エッジ内で調整してMP3 の形式で無償提供をしている。 

 

前提 

環境： 

BEAM教材は学習支援を行っている清長氏の自宅で iPad mini で再生。 

閑静な住宅街の夜間、30デシベルほどの環境で、３年生と２年生は部屋も時間も分け

て、一斉にそれぞれの教科書を見ながら聴取した。 

対象： 

日本滞在が長い（14 年から 15 年）にもかかわらず日本語での学習に困難さを見せ

ている外国につながりのある 5名の中学生 

母語の読み書き、聞く話す、日本語の読み書き、聞く話す、アルファベットの読みを事前

に聞き取り調査。ただし、きちんとしたアセスメントではない。 

期間： 

10/16,23,30,11/6 の４回、18 時～21時の間 

方法：部屋も時間も分けて、一斉にそれぞれの教科書を見ながら聴取した。それぞれの

机に座ったままで聞いた。 

内容： 

中学生の教材は分量が多いので子ども達の負担を考え物語の一部にした。 

中３の子ども達は「故郷」の一部でBEAM教材だと３分３５秒。 

中２の子ども達は「平家物語」の一部でBEAM教材だと１分５０秒。 

結果： 

読み間違え：全員読み間違えが減少している 

つまりや読み飛ばし：5名中 4名が減少している 

読みにかかる時間：全員減少している 

実施者の観察： 
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BEAM 教材を試す前に内容について質問してみると「教科書を読むことで精いっぱい」

と言っていたが、BEAM教材を試してみると登場人物の関係性などは答えられるよう

になっていた。 

外国人の子ども達の周りには中学生の漢字が読める人が少ないためだと考えられる。 

日本語の語彙が少ない子ども達にはBEAM教材を聞かせる回数が少なかったようで、

あまり変化が見られなかった。自分が知っている言葉と教材から聞こえてくる音を結び

付けることが難しいためだと考えられる。 

 

本人たちの感想： 

いつでも好きな時に聞けるようにしてくれたら助かる 

中学校では音読の機会が減るので漢字の読みが知れるので助かる 

内容の理解がや登場人物の関係性がわかった 
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